
1992年出上の木簡

広
島
・
山
崎
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
三
次
市
大
田
幸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
こ
ハ
月
ぞ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
ケ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
河
野
寵
彦

・
阿
賀
岡
希
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
を

一
六
世
紀

。
一
部
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
崎
遺
跡
は
、
三
次
市
市
衛
南
東
約
七
血
余
、
江
の
川
に
注
ぐ
馬
洗
川
の
支

流
美
波
羅
川
を
望
む
西
側
の
丘
陵
に
位
置
す
る
。
遺
跡
周
辺
に
は
、
塩
町
式
土

器
の
出
上
し
た
塩
町
遺
跡
や
広

島
県
最
大
の
古
墳
群
で
あ
る
浄

楽
寺

・
七
つ
塚
古
墳
群
な
ど
が

あ
る
。
戦
国
期
の
遺
跡
で
は
天

文
三
二
年

盆

五
五
一こ

毛
利
氏

の
攻
撃
を
う
け
て
落
城
し
た
高

杉
城
跡
や
江
田
氏
の
居
城
で
あ

っ
た
旗
返
山
城
跡
な
ど
多
く
の

山
城
跡
が
あ
り
、
当
時
の
こ
の

地
域
の
社
会
的
な
不
安
定
さ
が
窺
え
る
。

山
崎
遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
圃
場
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
調
査
面
積
の

二
七
五
〇
∬
を
大
き
く
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
の
三
調
査
区
に
分
け
て
行
な
っ
た
。
調
査

の
結
果
、
Ａ
調
査
区
か
ら
は
、
古
代
の
井
戸
や
溝
状
遺
構
な
ど
の
ほ
か
、
近
世

の
も
の
と
思
わ
れ
る
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
Ａ
調
査
区
の
南
に
位
置
す
る

Ｃ
調
査
区
で
は
、
古
代
の
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｃ
調
査
区
よ
り
北

西
に
下
が
っ
た
所
に
あ
る
Ｂ
調
査
区
か
ら
は
、
中
世
の
井
戸
や
掘
立
柱
建
物
、

埋
納
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

今
回
、
紹
介
す
る
円
札
が
見
つ
か
っ
た
の
は
Ｂ
調
査
区
の
埋
納
土
坑
で
あ
り
、

伴
出
遺
物
に
は
室
町
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
和
鏡
、
永
楽
通
宝

・
天
稽
通
宝

な
ど
合
計
二
七
点
の
古
銭
や
二
十
荻
点
の
土
師
質
土
器
皿
が
あ
る
。
円
札
は
二

点
が
重
ね
ら
れ
、
和
鏡
を
蓋
す
る
か
の
よ
う
な
状
態
で
出
上
し
た
。
上
側
の
円

札
②
は
、
下
側
の
円
札
と
接
す
る
面
の
み
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
和
鏡

に
接
す
る
下
側
の
円
札
ω
は
、
両
面
に
文
字
が
確
認
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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ω
に

「
丁
酉
」
と
い
う
千
支
が
確
認
で
き
る
。
伴
出
遺
物
の
中
で
最
も
新
し

い
宣
徳
通
宝
の
鋳
造
年
が

一
四
二
六
年
か
ら

一
四
三
三
年
で
あ
る
た
め
、　
一
四

二
六
年
以
降
の
丁
酉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
伴
出
遺
物
で
あ
る
和
鏡
と
土

〔次
郎
己

「
　
　
大
男
四
郎
□
回

一
念
消
除
　
　
　
小
女
人
惣
市

聖
焔

ヵ
〕
四
郎
一
　

小
女
人
程
幸
〕

一郎
小
女
人

悪
人
悪
類
　
　
　
　
　
　
□
従

子
歳
　
亥
歳
　
　
小
女
人

即
身
浄
仏
　
　
　
　
　
春□
□

生
霊
　
　
小
女
人

犬
狐
三
疋
　
　
　
　
　
　
」

一‐‐‐韓

勲
μ寓
×
輌
μう
　
Φ露

（蔵
Ｙ
寓
×
（揃
て
う
　
ｏ常

暫干干¥干暫

円
尻

師
質
土
器
皿
も
近
世
ま
で
下
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
丁
酉
の
年
と
し

て
、　
一
四
七
七
年

。
一
五
三
七
年

。
一
五
九
七
年
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
丁
酉

つ
年
が
何
ら
か
の
事
象
が
あ

っ
た
年
を
表
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
文
字
の
位

置
や
他
の
文
字
か
ら
ま
じ
な
い
の
行
な
わ
れ
た
年
を
記
し
た
も
の
と
考
え
る
方

が
妥
当
で
あ
る
。

ま
じ
な
い
の
性
格
を
直
接
示
す
呪
句
は
、
ど
の
面
に
も
確
認
で
き
な
い
が
②

に
か
か
れ
て
い
る

「天
」
を
線
で
東
ね
た
り
線
で
結
ん
だ
呪
符
は
、
京
都
府
夜

久
野
町
矢
谷
遺
跡
に
例
を
見
る

（『木
簡
研
究
』
一
〇
）。
文
字
の
配
列
も
符
纂
も

同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
矢
谷
遺
跡
の
も
の
は
、
中
央
に
悪
霊
調
伏
と
使
用
目
的

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
矢
谷
遺
跡
の
円
札
は
、
表
面
採
集
に
よ
る
も
の
で
あ

る
た
め
出
土
状
況
等
の
正
確
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
伴
出
遺
物
が
和
鏡
で
あ

る
こ
と
や
円
札
に
記
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
共
通
な
点
が
あ
る
た
め
、
本
遺
跡

の
円
札
の
使
用
目
的
も
同
じ
悪
霊
調
伏
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ω
の

両
面
に
は
、
加
賀
、
四
郎
二
郎
、
聖
御
前
等
の
人
物
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
物
の
い
ず
れ
か
が
調
伏
の
対
象
で
あ
り
、
ま
た
ま
じ
な
い
の
当
事
者

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
測
で
き
る
。

①
の
表
に
書
か
れ
て
い
る
梵
字
は
、
墨
が
薄
れ
読
め
な
い
も
の
が
多
い
が
、

Ｒ
徽
更
ユ
琴
質
て
導
・ｑ
（ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
シ
ど
フ
ク
ダ
と

な
ど
幾
つ
か
判
読
で
き

玄υ
。解

読
に
際
し
て
は
、
奈
良
大
学
の
水
野
正
好
氏
、
千
手
寺
の
木
下
密
運
氏
に

ご
赦
示
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
野
龍
彦
）
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